
農村集落における生活環境の創出と産業振興に向けた対策手法の構築
人口減少社会の到来！北海道で暮らし続けるために今なにをすべきか
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背 景
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地域運営の効率化により
地域資源（人・財・物）を
生活サービス・産業育成へ

新規就農者等の増に
よる人口減の緩和産業

暮らし

人や財源が減少しても、
資源（人･財･物）が循環し豊かに暮らし続けられる地域へ

インフラ等再編・集落ネット
ワークの構築による地域運営
の効率化・生活維持

産業・雇用の創出
による税収増

進む道央集中、
地方の豊かさをどうつくるか

期待される効果

成 果

○コンサルティング手法は、道銀地域総合研究所のコンサルティング業務で活用しています。

問い合わせ：道総研 本部 研究企画部 電話：０１１-７４７-２８０９

環境地質本部 地質研究所

町の事業計画
波及効果の計測

4,840万円
（誘発効果倍率1.31）
他産業の就業機会が
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産業連関分析

事業による毎年の経済波及効果が算出可能に
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【宿泊研修交流施設事業におけるコンサルティング手法の活用】

さまざま成果を
冊子にまとめました

成果の1例


